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沼津市新中間処理施設整備基本構想検討委員会議事録（第５回） 

開催日時 

  平成 26 年 1 月 27 日（月）午後 1 時 30 分から午後 3 時 05 分まで 

開催場所  

  沼津市民文化センター 第３練習室 

議事事項  

 （1）前回議事録の確認 

 （2）基本構想（素案）及び提言書（案）の検討 

 （3）今後の予定 

 

出席委員（11 人） 

欠席委員（1 人） 

市側出席者（10 人） 

 

 

 

 



2 

【前回議事録の確認】 

 事務局から、第４回検討委員会の議事録について確認を行い、承認された。 

 

【課題の検討】 

 事務局から、基本構想（素案）及び提言書（案）及び各委員からの意見とそれに対する市の考

え方について説明を行った。 

 

【主な質疑】 

○委員長 

 説明の中で、市民負担を減らすということがあったが具体的に何か考えがあるのか。 

 

○事務局 

 第３回の技術動向の整理の中で検討したとおり、具体的な例としては、沼津市では埋め立てご

みとして収集しているもののうち、いわゆる粗大ごみについて、破砕機で砕いた後、風で飛ばし

て軽い物を選別したり、磁石等で金属を選別するなどの装置を導入することによって埋め立てご

みの分別を少なくでき、市民の皆様の負担を少なくできるのではないかということを今後検討し

ていきたいと考えている。 

 

○委員 

 素案について修正して頂きたい。32ページの排水基準の項目に 1,4-ジオキサンが抜けている。 

 また、30 ページの大気の ONが O2 になっている。間違いではないが ONには標準酸素という意味

がある。それからもうひとつ、37 ページの廃棄物の溶出基準のところに、塩素系有機溶剤とか農

薬とか全て記載した方が良いのではないか。 

 

○委員 

 一般的に酸素は２つで存在し、それが 12％の状態での表示となっているので、表現の仕方では

ないか。37 ページの項目については、本来なら一般廃棄物に関わっているものがあれば良いが、

それがないため、産業廃棄物の基準をもって一般廃棄物にも充当している。いわゆる産業廃棄物

の、特別管理廃棄物の「燃え殻」についての排出基準をもって、ばいじんの基準として定めてい

る。 

 

○委員 

 それはわかるが、そうすると排水基準だけ詳しく記載されることになり、なんとなくそぐわな

いのではないかという感じがする。 

 

○委員長 

 有害な物質が水に入ったときに、水系に溶け出さないように、特に気をつけるべき項目が多い
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ということではないか。 

 

○事務局 

 確認して訂正させていただく。 

 ばいじんの溶出基準については、基本構想としては、産業廃棄物の溶出基準を参考値として適

用するという考えでまとめているが、ご指摘にあったそれ以外の溶出基準も基本構想に追加すべ

きでしょうか。 

 

○委員長 

 ばいじんの溶出基準については現状のどおりとして、追加しなくてよいと考える。 

 

○委員 

 日常的な問題であるが、ごみ質の安定化に向けた水切りの徹底ということが挙げられているが、

これらの具体的な方法について市民に紹介して欲しい。 

 

○委員 

 水切りということだけを改めて表に出す必要はないのではないか。 

 

○委員 

 水切りというか、生ごみを絞れるような商品が売られているが、結局は使わなくなる。 

 調理時に水に戻さないで、そのままごみ箱に捨てるとか、ネットみたいなもので捨てるときに

水分を一絞りして捨てるとか、ちょっとしたことだが日々の生活の中で水切りを実践できるよう

な形が良い。面倒臭いが、干したりもしてみたが現実的ではない。生活の中で、負担が無くてで

きるようなものでないと継続しない。 

 

○委員 

 環境教育という中で取り上げて、そういうふうにしましょうと進める方が良いのでは。 

 

○委員長 

 市の広報などで、こういう方法がありますよ、とか情報の伝達を図って欲しい。 

 

○委員長 

 他に無ければ、次の議題に移りたい。 

 

【今後のスケジュール】 

 事務局から、提言書の提出日時や基本構想（案）のパブリックコメントの実施時期等、今後の

スケジュールについて説明を行った。 

 

○委員長 
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 何か質問や意見などがあればどうぞ。意見が無ければ、本日のまとめをしたい。 

 まず、議事録の確認がなされ、承認された。 

 次に、本年度で基本構想を打ち上げて、来年度に向けて整備基本計画の作成に入るというスケ

ジュールという予定である。 

 それから、基本構想の素案と提言書の案について説明があり、いくつか表現の仕方について、

もう少し分かりやすいようにしていただきたいという意見でした。 

 そして、将来の計画であるが、風力選別機等の導入によって、少しでも市民の負担を減らすよ

うな方向で計画に盛り込みたいということがあった。 

 その他、水切りについては、色々な工夫がそれぞれなされているので、商品となっているもの

を買ってもあまり役に立たないのではないかという意見もあった。何か良い工夫があれば市の広

報等で市民に広げていただきたい。 

 最後に、今後のスケジュールであるが、今月の 31 日に私と副委員長で、市長さんに答申という

形でお渡しする。もうひとつ、パブリックコメントということで一般市民の方から、基本構想の

案について、御意見を募り、それに対して市側の考え方をお答えするなり、修正が必要であれば

修正して、最終的な基本構想を策定する。 

 以上であるが、他に何か追加することはありますか。 

 

○委員長 

 特に質問等が無ければ、本日の議事録について、今回が最後となるため、委員会では確認でき

ないため、事務局から議事録をお送りいただき、各委員で確認していただきたい。 

 他に、事務局の方から何か連絡事項はありませんか。 

 

○事務局 

 ただ今委員長からお話があったとおり、事務局から議事録の案を各委員にお送りする。それを

確認していただき、御意見などがあったら一端集約し、委員長に諮って最終的な議事録を作成し

たものをもう一度、委員の皆様にお送りさせていただくという形をとっていきたい。 

 

○委員長 

 それではこれで第５回沼津市新中間処理施設整備基本構想検討委員会を閉会致します。 

 ありがとうございました。 

 

以 上 

 


